
11、12月は各種共済制度の加入増強月間です。 

各支部、部会で会員による加入推進組織を設け、事務局と

連携して取り組みます。皆さまのご協力をお願いします。 

「貯蓄」「保険」「融資」の３つの機能で国から認められた、 

商工会員のための共済制度です。 

●貯蓄：毎月の掛金の大部分が貯蓄になっています。 

　知らず知らずのうちに自己資金が蓄積されます。　　 

　毎月の掛金（１口2,000円）から年１回、生命保険料、手数料

　（事務　経費：年間１口当たり1,100円）、付加共済料（年間

　１口100円）が差し引かれた残りが貯蓄積立金となります。 

●保険：安い保険料で大きな補償が得られます。万一の場合、

　死亡共済金とそれまでに積み立てられた積立金も一緒に

　お支払い致します。　　　　　　　　　 

●融資：一定の条件のもとに低利な融資が受けられます。 

●医療保障特約型も新しくできました。 

　「けがの補償」＋「病気の補償」が月額2,000円から入れます。 

　・仕事以外でも24時間補償。 

　・けがも病気も日帰り入院から補償。 

　・スピーディな共済金のお支払い。　　 

●新しく「がん重点補償」型もできました。 

　月額3,000円でがん・医療とも補償。がんと診断されたとき、

　一時金として100万円支給されます 

商工貯蓄共済 

全国商工会会員 福祉共済 

会員が『貯蓄共済』『福祉共済』に加入されますと 
それに応じた額が商工会に還元され、貴重な財源と 
して運営に寄与しています。 

労働者を一人でも雇っていれば、事業主は「労働保険」

に加入手続きを行い、労働保険料を納付しなければなり

ません。沼津市商工会は、労働保険を取り扱う事務組合

となっています。 

11月は、労働保険適用促進強化月間です。 

『貯蓄共済』『福祉共済』加入増強月間 

お問合せは事務局まで 

戸田のサンセットクルージング（戸田のサンセットクルージング（2面に詳細）面に詳細） 戸田のサンセットクルージング（2面に詳細） 

沼
津
市
市
民
福
祉
部 

 

大
竹 

薫 

　
　
　
　
部
長 

　
現
在
、
沼
津
市
の
高
齢
者
人
口

は
約
五
万
人
で
、
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
、
す
べ

て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
市
で
は
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
す
べ
て
を
支
え
る
の
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
福
祉
、
医
療
、
介

護
な
ど
の
専
門
性
に
特
化
し
た
既

存
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
支
援
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ

で
の
支
援
が
大
変
重
要
と
考
え
ま

す
。
 

　
市
で
は
、
日
常
生
活
に
密
接
な

「
お
店
」
や
「
店
舗
」
と
い
う
地

域
資
源
に
着
目
し
て
、
身
近
な
理

解
あ
る
人
た
ち
の
「
や
さ
し
い
気

持
ち
」
を
少
し
い
た
だ
い
て
、
高

齢
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
十
月
か
ら

「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
店
」

の
申
請
及
び
登
録
を
進
め
て
い
ま

す
。
 

　
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

店
」
制
度
は
、
地
域
で
高
齢
者
や

認
知
症
の
人
を
支
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
や
さ
し
い
対
応
、
店
づ
く

り
等
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
商
店
、
飲
食
店
、
事

業
所
等
に
申
請
登
録
を
お
願
い
し
、

市
が
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
原
地
区
及
び
戸
田
地
区

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
認
知
症
高
齢

者
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
も
併
せ
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
「
高
齢
者

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
店
」
に
一
店

で
も
多
く
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
モ
デ
ル
事
業
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
支
援
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

「
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
」 

11月の行事予定 

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp 
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  　   原支所 
  11月    7日  会員向け健康診断 
    　　 13日  原コミュニティ文化祭商業部会出店 
    20日・21日  観光サービス部会視察研修会 
    26日・27日  青年部視察研修会 

  　   戸田支所 
  11月    6日  戸田さんさんまつり 
    　　   9日  共済制度説明会 
    　　 14日  戸田支所合同空缶拾い 

武
蔵
村
山
市
の
団
地
内
に
あ
る
、 

高
齢
者
向
け
宅
配
セ
ン
タ
ー
 

中
小
機
構
研
修
を
 

　
　
　
　
受
講
し
て
 

　
八
月
十
七
日
か
ら
九
月
十
三
日

ま
で
の
二
十
日
間
、
東
京
・
東
大

和
市
に
あ
る
「
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
で
開
催
さ
れ
た
経
営
指
導

員
の
基
礎
研
修
を
受
講
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
全
国
か
ら
経
営
指
導
員
及
び
そ

の
候
補
生
が
集
ま
る
こ
の
研
修
に
、

北
は
利
尻
町
、
南
は
鹿
児
島
市
か

ら
二
十
代
前
半
〜
五
十
代
ま
で
の

総
勢
七
十
二
名
（
内
女
性
が
十
六

名
）
が
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
八
割

が
隣
接
す
る
寮
で
生
活
を
共
に
し

ま
し
た
。
 

　
中
小
企
業
大
学
校
と
は
商
工
会

職
員
な
ど
の
中
小
企
業
支
援
担
当

者
等
の
養
成
や
研
修
の
他
、
中
小

企
業
者
に
対
す
る
経
営
及
び
技
術

の
研
修
を
行
う
施
設
で
全
国
に
九

校
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
研
修
は
ま
ず
、
関
東
経
済
産
業

局
及
び
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
基

調
講
演
か
ら
始
ま
り
、
財
務
の
基

礎
を
経
て
税
務
研
修
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
ね
じ
れ
国
会
や
震

災
の
影
響
で
税
制
改
正
法
案
の
採

決
が
遅
れ
て
い
る
状
況
な
の
で
、

今
後
の
状
況
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
後

半
の
財
務
研
修
で
は
財
務
分
析
の

基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
授
業
後
の
空
き
時
間
で
は
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
お
互
い

の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
現
状

や
特
産
品
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
、

ま
た
近
隣
の
商
工
会
が
行
う
事
業

を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
武

蔵
村
山
市
商
工
会
の
高
齢
者
向
け

宅
配
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
我
が
街

の
便
利
屋
さ
ん
事
業
に
何
か
し
ら

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
事
例
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
研
修
終
了
後
も
連
絡
を

取
り
合
う
た
め
、
殆
ど
の
受
講
生

が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
し
て

同
窓
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
培
わ
れ
た
繋
が
り
を
大

切
に
し
、
今
後
の
業
務
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

柏
木
佑
介
 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
今
回
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
に
参
加
し
て
、
戸
田
に
は
こ

ん
な
に
美
し
い
景
色
が
あ
る
ん
だ

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
（
オ
ー

ラ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
菜
月
） 

　
船
か
ら
夕
日
を
見
て
、
夕
日
が
 

海
に
映
っ
て
い
た
り
、
富
士
山
が

見
え
て
き
れ
い
で
し
た
。
（
花
奈
） 

　
沈
み
ゆ
く
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た

雲
が
美
し
く
、
自
然
の
雄
大
さ
に

感
動
！
そ
し
て
海
上
の
潮
風
に
秋

を
感
じ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

体
感
し
ま
し
た
。
　
 

 十
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
土
日
祝

祭
日
は
、船
上
で
戸
田
の
海
に
沈
む

夕
日
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

【
乗
船
料
金
】 

大
人
一
〇
〇
〇
円

子
供
五
〇
〇
円
 

※
観
光
協
会
加
盟
宿
泊
者
・
飲
食

　
店
ご
利
用
の
方
は
半
額
で
す
！
 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

戸
田
観
光
協
会
 

 

　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
の
サ
ポ
 

ー
ト
終
了
と
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

へ
の
移
行
を
踏
ま
え
て
の
講
習
会

「
こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
早
わ
か
り

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
」
が
十
月
五

日
に
行
な
わ
れ
、
十
六
人
の
受
講

者
と
共
に
私
も
受
講
し
た
。
私
は

現
在
、
「
Ｘ
Ｐ
」
と
「
７
」
を
併

用
し
て
い
る
が
、
使
い
慣
れ
て
い

る
「
Ｘ
Ｐ
」
を
つ
い
つ
い
使
っ
て

し
ま
う
。
「
７
」
に
中
々
慣
れ
ず

に
い
た
折
の
講
習
会
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
機
に
「
７
」
を
も
う
少
し
勉

強
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
参
加
し

た
。
用
意
さ
れ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、

「
７
」
の
紹
介
・
「
Ｘ
Ｐ
」
と
の

違
い
・
新
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
の
説

明
・
今
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か

ら
の
移
行
に
関
す
る
問
題
点
や
注

意
事
項
・
「
７
」
で
出
来
な
く
な

る
事
・
使
え
な
く
な
る
ソ
フ
ト
等

の
概
略
説
明
を
聞
い
た
。
こ
れ
を

機
に
、
「
７
」
を
も
っ
と
使
い
慣

れ
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
帰
路

に
着
い
た
。
 

　
十
月
三
日
〜
四
日
、
県
内
経
営

指
導
員
十
六
名
が
戸
田
地
区
の
民

宿
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
伊
豆
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
鈴

木
達
志
氏
。
戸
田
の
民
宿
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
新
し
い
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
教
育
旅
行
の

受
入
先
と
し
て
民
宿
を
位
置
づ
け

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
検
証
、
研
修

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
 

　
第
一
日
目
は
「
旧
街
道
ウ
ォ
ー

ク
と
駿
河
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
と

題
し
、
戸
田
か
ら
井
田
へ
行
く
ル

ー
ト
を
実
際
に
山
歩
き
し
ま
し
た
。

台
風
十
五
号
の
直
後
で
あ
り
、
倒

壊
し
た
木
々
が
散
乱
し
て
い
ま
し

た
が
、
昔
の
人
の
歩
い
た
古
道
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
も
戸
田
の
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
ロ
ー
ド
（
歴
史
散
策
コ
ー
ス
）

を
戸
田
ど
っ
と
こ
む
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
地
元
資

源
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
最
後

に
鈴
木
講
師
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、

教
育
旅
行
の
受
入
は
、
体
験
を
通

じ
て
地
元
の
人
々
と
の
交
流
、
触

れ
合
い
が
図
ら
れ
、
民
宿
も
お
客

さ
ん
で
な
く
親
戚
の
子
供
を
預
か

る
感
覚
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、

民
宿
は
家
族
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ

れ
が
本
来
民
宿
の
原
点
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
も
う
一
度
原
点
に
返

り
民
宿
の
良
さ
を
取
り
戻
す
こ
と

が
活
性
化
の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
 

 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

部
田
神
社
祭
典
に
 

青
年
部
・
女
性
部
が
出
店
 

第
三
回
理
事
会
報
告
 

県
連
の
指
導
員
研
修
会
 

　
 
戸
田
地
区
で
開
催
 

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

発言する監物会員 発言する監物会員 理事会の様子 理事会の様子 

大好評、青年部の輪投げ 大好評、青年部の輪投げ 

自慢のトロはんぺん 自慢のトロはんぺん 

望
月
宏
充
 

戸
田
の
海
へ
大
好
評
出
航
中
！
 

「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
」
 

　
講
習
会
を
受
講
し
て
 

　
本
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、
一

〇
月
六
日
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
サ
ン

ピ
ア
沼
津
（
愛
鷹
の
元
厚
生
年
金

会
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
始
め
に
、
前
回
の
理
事
会
以
降

に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
四
事
業

所
の
審
議
が
行
わ
れ
、
加
入
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
原
・
戸

田
地
区
以
外
の
加
入
が
増
加
し
て

お
り
、
今
回
も
二
事
業
所
が
地
区

外
か
ら
の
加
入
申
込
み
で
し
た
。
 

　
次
に
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で

の
四
ヶ
月
間
実
施
す
る
「
組
織
財

政
基
盤
強
化
推
進
月
間
」
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
本

商
工
会
組
織
の
維
持
・
運
営
の
強

化
を
目
的
に
、
平
成
二
〇
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
震
災
や

原
発
事
故
、
さ
ら
に
円
高
の
影
響

な
ど
地
元
経
済
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
、
役

職
員
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
・
非

会
員
問
わ
ず
訪
問
・
巡
回
し
、
新

規
加
入
促
進
や
経
営
支
援
の
強
化
、

共
済
制
度
の
普
及
等
を
項
目
ご
と

に
数
値
目
標
を
立
て
そ
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る

さ
と
産
業
祭（
原
支
所
）」
と
「
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り（
戸
田
支
所
） 

」
が
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
等
楽
し

み
満
載
の
企
画
で
開
催
す
る
内
容

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
昨
年
度
か
ら
取
組
ん

で
い
る
地
元
資
源
活
用
の
審
議
が

行
わ
れ
、
原
支
所
の
お
茶
資
源
活

用
で
は
、
生
茶
葉
の
利
用
開
拓
、

茶
の
実
油
の
製
品
化
、
海
外
展
開

の
三
本
に
絞
っ
て
取
組
む
こ
と
、

戸
田
支
所
の
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
」
は
普
及
拡
大
、
そ
し
て
民
宿
 

・
旅
館
の
活
性
化
で
は
資
源
活
用

型
の
観
光
振
興
を
推
進
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
他
、
各
部
会
・
委
員
会
の

上
半
期
の
取
組
み
状
況
や
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
、
ま
た
、
次
回
第

四
回
理
事
会
（
十
二
月
十
六
日
開

催
）
や
来
年
度
の
総
代
会
日
程
（
 

来
年
五
月
二
十
二
日
）
に
つ
い
て

の
審
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
来
年
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
他
の
組
織
・
団

体
の
役
員
選
が
実
施
さ
れ
る
前
に
、

本
会
の
候
補
者
選
出
を
急
ぎ
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

0558-94-3115
（
久
美
子
） 

　
十
月
二
日
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝

す
る
戸
田
地
区
の
秋
ま
つ
り
『
部

田
（
へ
だ
）
神
社
祭
典
』
が
行
わ

れ
、
商
工
会
戸
田
支
所
か
ら
は
青

年
部
と
女
性
部
が
出
店
し
ま
し
た
。

青
年
部
は
焼
き
そ
ば
を
販
売
し
た

ほ
か
、
輪
投
げ
や
金
魚
す
く
い
等

の
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
を
、
女
性
部
は

『
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
』
や
あ
ん

み
つ
、
ク
レ
ー
プ
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
へ

だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
は
用
意
し
た
八

〇
〇
食
が
僅
か
二
時
間
で
、
焼
き

そ
ば
も
十
二
時
に
は
五
〇
〇
食
が

完
売
と
な
り
ま
し
た
。
輪
投
げ
、

金
魚
す
く
い
も
大
好
評
で
、
大
勢

の
人
が
お
店
の
前
に
集
ま
り
大
変

な
賑
わ
い
で
し
た
。
 

さ
か
な
や
魚
清
 

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
め
ぐ
り
 6

　
お
店
情
報
 

　
営
業
時
間
　
平
日
十
一
時
〜
十
七
時
 

 （
土
曜
・
祭
日
前
日
は
二
〇
時
ま
で
）
 

　
定
休
日
　
不
定
休
（
要
問
合
せ
）
 

　
電
話
　
〇
五
五
八
 
九
四
 
二
一
一
四
 

：  

：  

：  

　
店
の
中
央
に
は
高
足
ガ
ニ
の

生
け
簀
、
窓
の
外
は
戸
田
漁
港
。

抜
群
の
雰
囲
気
の
中
、
食
事
を

楽
し
め
る
魚
清
さ
ん
の
ト
ロ
は

ん
ぺ
ん
に
は
、
メ
ギ
ス
、
ト
ロ

ボ
ッ
チ
、
ゲ
ホ
ウ
に
加
え
て
ト

ロ
ダ
コ
と
本
エ
ビ
も
入
っ
て
い

ま
す
。
す
り
身
に
は
野
菜
を
入

れ
ず
、
は
ん
ぺ
ん
に
か
け
ら
れ

た
あ
ん
か
け
に
玉
葱
、
人
参
、
ゴ

ボ
ウ
の
ア
ク
セ
ン
ト
。
上
品
な
仕

上
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
魚
清
さ
ん
の
売
り
は
何
と
言
っ

て
も
赤
エ
ビ
の
塩
焼
き
。
他
に
も

高
足
ガ
ニ
の
足
が
丸
々
一
本
入
っ

た
カ
ニ
汁
も
迫
力
満
点
で
オ
ス
ス

メ
で
す
。
お
店
は
二
月
に
後
継
ぎ

の
晃
成
さ
ん
が
修
行
か
ら
戻
り
、

四
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
 

　
生
け
簀
の
カ
ニ
は
『
あ
の
カ
ニ

頂
戴
！
』
と
„
ご
指
名
“
で
注
文

で
き
ま
す
よ
と
の
事
。
ぜ
ひ
一
度
、

自
分
で
選
ん
だ
高
足
ガ
ニ
を
食
べ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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今
回
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
に
参
加
し
て
、
戸
田
に
は
こ

ん
な
に
美
し
い
景
色
が
あ
る
ん
だ

と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
（
オ
ー

ラ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
菜
月
） 

　
船
か
ら
夕
日
を
見
て
、
夕
日
が
 

海
に
映
っ
て
い
た
り
、
富
士
山
が

見
え
て
き
れ
い
で
し
た
。
（
花
奈
） 

　
沈
み
ゆ
く
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た

雲
が
美
し
く
、
自
然
の
雄
大
さ
に

感
動
！
そ
し
て
海
上
の
潮
風
に
秋

を
感
じ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

体
感
し
ま
し
た
。
　
 

 十
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
土
日
祝

祭
日
は
、船
上
で
戸
田
の
海
に
沈
む

夕
日
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

【
乗
船
料
金
】 

大
人
一
〇
〇
〇
円

子
供
五
〇
〇
円
 

※
観
光
協
会
加
盟
宿
泊
者
・
飲
食

　
店
ご
利
用
の
方
は
半
額
で
す
！
 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

戸
田
観
光
協
会
 

 

　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
の
サ
ポ
 

ー
ト
終
了
と
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７

へ
の
移
行
を
踏
ま
え
て
の
講
習
会

「
こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
早
わ
か
り

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
」
が
十
月
五

日
に
行
な
わ
れ
、
十
六
人
の
受
講

者
と
共
に
私
も
受
講
し
た
。
私
は

現
在
、
「
Ｘ
Ｐ
」
と
「
７
」
を
併

用
し
て
い
る
が
、
使
い
慣
れ
て
い

る
「
Ｘ
Ｐ
」
を
つ
い
つ
い
使
っ
て

し
ま
う
。
「
７
」
に
中
々
慣
れ
ず

に
い
た
折
の
講
習
会
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
機
に
「
７
」
を
も
う
少
し
勉

強
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
参
加
し

た
。
用
意
さ
れ
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
使
い
、
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、

「
７
」
の
紹
介
・
「
Ｘ
Ｐ
」
と
の

違
い
・
新
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
の
説

明
・
今
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か

ら
の
移
行
に
関
す
る
問
題
点
や
注

意
事
項
・
「
７
」
で
出
来
な
く
な

る
事
・
使
え
な
く
な
る
ソ
フ
ト
等

の
概
略
説
明
を
聞
い
た
。
こ
れ
を

機
に
、
「
７
」
を
も
っ
と
使
い
慣

れ
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
帰
路

に
着
い
た
。
 

　
十
月
三
日
〜
四
日
、
県
内
経
営

指
導
員
十
六
名
が
戸
田
地
区
の
民

宿
の
活
性
化
に
つ
い
て
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
伊
豆
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
鈴

木
達
志
氏
。
戸
田
の
民
宿
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
新
し
い
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
教
育
旅
行
の

受
入
先
と
し
て
民
宿
を
位
置
づ
け

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
検
証
、
研
修

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
 

　
第
一
日
目
は
「
旧
街
道
ウ
ォ
ー

ク
と
駿
河
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」
と

題
し
、
戸
田
か
ら
井
田
へ
行
く
ル

ー
ト
を
実
際
に
山
歩
き
し
ま
し
た
。

台
風
十
五
号
の
直
後
で
あ
り
、
倒

壊
し
た
木
々
が
散
乱
し
て
い
ま
し

た
が
、
昔
の
人
の
歩
い
た
古
道
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
 

　
二
日
目
も
戸
田
の
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
ロ
ー
ド
（
歴
史
散
策
コ
ー
ス
）

を
戸
田
ど
っ
と
こ
む
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
地
元
資

源
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
最
後

に
鈴
木
講
師
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
が
、

教
育
旅
行
の
受
入
は
、
体
験
を
通

じ
て
地
元
の
人
々
と
の
交
流
、
触

れ
合
い
が
図
ら
れ
、
民
宿
も
お
客

さ
ん
で
な
く
親
戚
の
子
供
を
預
か

る
感
覚
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、

民
宿
は
家
族
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
こ

れ
が
本
来
民
宿
の
原
点
で
あ
っ
た

わ
け
で
す
。
も
う
一
度
原
点
に
返

り
民
宿
の
良
さ
を
取
り
戻
す
こ
と

が
活
性
化
の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
 

 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

部
田
神
社
祭
典
に
 

青
年
部
・
女
性
部
が
出
店
 

第
三
回
理
事
会
報
告
 

県
連
の
指
導
員
研
修
会
 

　
 
戸
田
地
区
で
開
催
 

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
 

発言する監物会員 発言する監物会員 理事会の様子 理事会の様子 

大好評、青年部の輪投げ 大好評、青年部の輪投げ 

自慢のトロはんぺん 自慢のトロはんぺん 

望
月
宏
充
 

戸
田
の
海
へ
大
好
評
出
航
中
！
 

「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
」
 

　
講
習
会
を
受
講
し
て
 

　
本
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、
一

〇
月
六
日
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
サ
ン

ピ
ア
沼
津
（
愛
鷹
の
元
厚
生
年
金

会
館
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
始
め
に
、
前
回
の
理
事
会
以
降

に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
四
事
業

所
の
審
議
が
行
わ
れ
、
加
入
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
、
原
・
戸

田
地
区
以
外
の
加
入
が
増
加
し
て

お
り
、
今
回
も
二
事
業
所
が
地
区

外
か
ら
の
加
入
申
込
み
で
し
た
。
 

　
次
に
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で

の
四
ヶ
月
間
実
施
す
る
「
組
織
財

政
基
盤
強
化
推
進
月
間
」
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
本

商
工
会
組
織
の
維
持
・
運
営
の
強

化
を
目
的
に
、
平
成
二
〇
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
震
災
や

原
発
事
故
、
さ
ら
に
円
高
の
影
響

な
ど
地
元
経
済
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
年
度
も
、
役

職
員
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
・
非

会
員
問
わ
ず
訪
問
・
巡
回
し
、
新

規
加
入
促
進
や
経
営
支
援
の
強
化
、

共
済
制
度
の
普
及
等
を
項
目
ご
と

に
数
値
目
標
を
立
て
そ
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る

さ
と
産
業
祭（
原
支
所
）」
と
「
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り（
戸
田
支
所
） 

」
が
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
等
楽
し

み
満
載
の
企
画
で
開
催
す
る
内
容

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
昨
年
度
か
ら
取
組
ん

で
い
る
地
元
資
源
活
用
の
審
議
が

行
わ
れ
、
原
支
所
の
お
茶
資
源
活

用
で
は
、
生
茶
葉
の
利
用
開
拓
、

茶
の
実
油
の
製
品
化
、
海
外
展
開

の
三
本
に
絞
っ
て
取
組
む
こ
と
、

戸
田
支
所
の
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
」
は
普
及
拡
大
、
そ
し
て
民
宿
 

・
旅
館
の
活
性
化
で
は
資
源
活
用

型
の
観
光
振
興
を
推
進
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
他
、
各
部
会
・
委
員
会
の

上
半
期
の
取
組
み
状
況
や
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
、
ま
た
、
次
回
第

四
回
理
事
会
（
十
二
月
十
六
日
開

催
）
や
来
年
度
の
総
代
会
日
程
（
 

来
年
五
月
二
十
二
日
）
に
つ
い
て

の
審
議
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
来
年
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
他
の
組
織
・
団

体
の
役
員
選
が
実
施
さ
れ
る
前
に
、

本
会
の
候
補
者
選
出
を
急
ぎ
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

0558-94-3115

（
久
美
子
） 

　
十
月
二
日
、
五
穀
豊
穣
に
感
謝

す
る
戸
田
地
区
の
秋
ま
つ
り
『
部

田
（
へ
だ
）
神
社
祭
典
』
が
行
わ

れ
、
商
工
会
戸
田
支
所
か
ら
は
青

年
部
と
女
性
部
が
出
店
し
ま
し
た
。

青
年
部
は
焼
き
そ
ば
を
販
売
し
た

ほ
か
、
輪
投
げ
や
金
魚
す
く
い
等

の
遊
戯
コ
ー
ナ
ー
を
、
女
性
部
は

『
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
』
や
あ
ん

み
つ
、
ク
レ
ー
プ
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
へ

だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
は
用
意
し
た
八

〇
〇
食
が
僅
か
二
時
間
で
、
焼
き

そ
ば
も
十
二
時
に
は
五
〇
〇
食
が

完
売
と
な
り
ま
し
た
。
輪
投
げ
、

金
魚
す
く
い
も
大
好
評
で
、
大
勢

の
人
が
お
店
の
前
に
集
ま
り
大
変

な
賑
わ
い
で
し
た
。
 

さ
か
な
や
魚
清
 

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
め
ぐ
り
 6

　
お
店
情
報
 

　
営
業
時
間
　
平
日
十
一
時
〜
十
七
時
 

 （
土
曜
・
祭
日
前
日
は
二
〇
時
ま
で
）
 

　
定
休
日
　
不
定
休
（
要
問
合
せ
）
 

　
電
話
　
〇
五
五
八
 
九
四
 
二
一
一
四
 

：  

：  

：  

　
店
の
中
央
に
は
高
足
ガ
ニ
の

生
け
簀
、
窓
の
外
は
戸
田
漁
港
。

抜
群
の
雰
囲
気
の
中
、
食
事
を

楽
し
め
る
魚
清
さ
ん
の
ト
ロ
は

ん
ぺ
ん
に
は
、
メ
ギ
ス
、
ト
ロ

ボ
ッ
チ
、
ゲ
ホ
ウ
に
加
え
て
ト

ロ
ダ
コ
と
本
エ
ビ
も
入
っ
て
い

ま
す
。
す
り
身
に
は
野
菜
を
入

れ
ず
、
は
ん
ぺ
ん
に
か
け
ら
れ

た
あ
ん
か
け
に
玉
葱
、
人
参
、
ゴ

ボ
ウ
の
ア
ク
セ
ン
ト
。
上
品
な
仕

上
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
魚
清
さ
ん
の
売
り
は
何
と
言
っ

て
も
赤
エ
ビ
の
塩
焼
き
。
他
に
も

高
足
ガ
ニ
の
足
が
丸
々
一
本
入
っ

た
カ
ニ
汁
も
迫
力
満
点
で
オ
ス
ス

メ
で
す
。
お
店
は
二
月
に
後
継
ぎ

の
晃
成
さ
ん
が
修
行
か
ら
戻
り
、

四
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。
 

　
生
け
簀
の
カ
ニ
は
『
あ
の
カ
ニ

頂
戴
！
』
と
„
ご
指
名
“
で
注
文

で
き
ま
す
よ
と
の
事
。
ぜ
ひ
一
度
、

自
分
で
選
ん
だ
高
足
ガ
ニ
を
食
べ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 



11、12月は各種共済制度の加入増強月間です。 

各支部、部会で会員による加入推進組織を設け、事務局と

連携して取り組みます。皆さまのご協力をお願いします。 

「貯蓄」「保険」「融資」の３つの機能で国から認められた、 

商工会員のための共済制度です。 

●貯蓄：毎月の掛金の大部分が貯蓄になっています。 

　知らず知らずのうちに自己資金が蓄積されます。　　 

　毎月の掛金（１口2,000円）から年１回、生命保険料、手数料

　（事務　経費：年間１口当たり1,100円）、付加共済料（年間

　１口100円）が差し引かれた残りが貯蓄積立金となります。 

●保険：安い保険料で大きな補償が得られます。万一の場合、

　死亡共済金とそれまでに積み立てられた積立金も一緒に

　お支払い致します。　　　　　　　　　 

●融資：一定の条件のもとに低利な融資が受けられます。 

●医療保障特約型も新しくできました。 

　「けがの補償」＋「病気の補償」が月額2,000円から入れます。 

　・仕事以外でも24時間補償。 

　・けがも病気も日帰り入院から補償。 

　・スピーディな共済金のお支払い。　　 

●新しく「がん重点補償」型もできました。 

　月額3,000円でがん・医療とも補償。がんと診断されたとき、

　一時金として100万円支給されます 

商工貯蓄共済 

全国商工会会員 福祉共済 

会員が『貯蓄共済』『福祉共済』に加入されますと 
それに応じた額が商工会に還元され、貴重な財源と 
して運営に寄与しています。 

労働者を一人でも雇っていれば、事業主は「労働保険」

に加入手続きを行い、労働保険料を納付しなければなり

ません。沼津市商工会は、労働保険を取り扱う事務組合

となっています。 

11月は、労働保険適用促進強化月間です。 

『貯蓄共済』『福祉共済』加入増強月間 

お問合せは事務局まで 

戸田のサンセットクルージング（戸田のサンセットクルージング（2面に詳細）面に詳細） 戸田のサンセットクルージング（2面に詳細） 

沼
津
市
市
民
福
祉
部 

 

大
竹 

薫 

　
　
　
　
部
長 

　
現
在
、
沼
津
市
の
高
齢
者
人
口

は
約
五
万
人
で
、
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
、
す
べ

て
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
市
で
は
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
す
べ
て
を
支
え
る
の
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
福
祉
、
医
療
、
介

護
な
ど
の
専
門
性
に
特
化
し
た
既

存
の
シ
ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
支
援
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ

で
の
支
援
が
大
変
重
要
と
考
え
ま

す
。
 

　
市
で
は
、
日
常
生
活
に
密
接
な

「
お
店
」
や
「
店
舗
」
と
い
う
地

域
資
源
に
着
目
し
て
、
身
近
な
理

解
あ
る
人
た
ち
の
「
や
さ
し
い
気

持
ち
」
を
少
し
い
た
だ
い
て
、
高

齢
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
十
月
か
ら

「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
店
」

の
申
請
及
び
登
録
を
進
め
て
い
ま

す
。
 

　
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

店
」
制
度
は
、
地
域
で
高
齢
者
や

認
知
症
の
人
を
支
え
て
い
た
だ
く

た
め
、
や
さ
し
い
対
応
、
店
づ
く

り
等
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
商
店
、
飲
食
店
、
事

業
所
等
に
申
請
登
録
を
お
願
い
し
、

市
が
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
原
地
区
及
び
戸
田
地
区

で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
認
知
症
高
齢

者
支
援
の
モ
デ
ル
事
業
も
併
せ
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
「
高
齢
者

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
店
」
に
一
店

で
も
多
く
申
請
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
モ
デ
ル
事
業
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢

者
支
援
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

「
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
」 

11月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

  　   原支所 
  11月    7日  会員向け健康診断 
    　　 13日  原コミュニティ文化祭商業部会出店 
    20日・21日  観光サービス部会視察研修会 
    26日・27日  青年部視察研修会 

  　   戸田支所 
  11月    6日  戸田さんさんまつり 
    　　   9日  共済制度説明会 
    　　 14日  戸田支所合同空缶拾い 

武
蔵
村
山
市
の
団
地
内
に
あ
る
、 

高
齢
者
向
け
宅
配
セ
ン
タ
ー
 

中
小
機
構
研
修
を
 

　
　
　
　
受
講
し
て
 

　
八
月
十
七
日
か
ら
九
月
十
三
日

ま
で
の
二
十
日
間
、
東
京
・
東
大

和
市
に
あ
る
「
中
小
企
業
大
学
校

東
京
校
で
開
催
さ
れ
た
経
営
指
導

員
の
基
礎
研
修
を
受
講
し
て
き
ま

し
た
。
 

　
全
国
か
ら
経
営
指
導
員
及
び
そ

の
候
補
生
が
集
ま
る
こ
の
研
修
に
、

北
は
利
尻
町
、
南
は
鹿
児
島
市
か

ら
二
十
代
前
半
〜
五
十
代
ま
で
の

総
勢
七
十
二
名
（
内
女
性
が
十
六

名
）
が
集
ま
り
、
そ
の
う
ち
八
割

が
隣
接
す
る
寮
で
生
活
を
共
に
し

ま
し
た
。
 

　
中
小
企
業
大
学
校
と
は
商
工
会

職
員
な
ど
の
中
小
企
業
支
援
担
当

者
等
の
養
成
や
研
修
の
他
、
中
小

企
業
者
に
対
す
る
経
営
及
び
技
術

の
研
修
を
行
う
施
設
で
全
国
に
九

校
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
研
修
は
ま
ず
、
関
東
経
済
産
業

局
及
び
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
基

調
講
演
か
ら
始
ま
り
、
財
務
の
基

礎
を
経
て
税
務
研
修
に
入
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
ね
じ
れ
国
会
や
震

災
の
影
響
で
税
制
改
正
法
案
の
採

決
が
遅
れ
て
い
る
状
況
な
の
で
、

今
後
の
状
況
を
注
意
深
く
見
守
っ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
後

半
の
財
務
研
修
で
は
財
務
分
析
の

基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
 

　
授
業
後
の
空
き
時
間
で
は
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
と
お
互
い

の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
現
状

や
特
産
品
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
、

ま
た
近
隣
の
商
工
会
が
行
う
事
業

を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
武

蔵
村
山
市
商
工
会
の
高
齢
者
向
け

宅
配
・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
我
が
街

の
便
利
屋
さ
ん
事
業
に
何
か
し
ら

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
事
例
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
研
修
終
了
後
も
連
絡
を

取
り
合
う
た
め
、
殆
ど
の
受
講
生

が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
し
て

同
窓
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
で
培
わ
れ
た
繋
が
り
を
大

切
に
し
、
今
後
の
業
務
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

柏
木
佑
介
 

本商工会で商標登録取得 
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

TOPIX


